
技術動向

8 Key to Success 2013 Winter 9Key to Success 2013 Winter

ITが創造する未来の現場

　JK活動では「現場で何が起こってい
るかを正しく把握」「ムリ・ムダ・ムラを
解消するためのアイデア」「継続して良
いものを作るための取り組み」「改善の
試行と効果の評価」といった観点に基
づいてPDCAサイクルを実施する（図
1）。新日鐵住金においても「安定生産と
技能伝承」「設備の長寿命化」などのた
め、盛んに行われている。
　一方で新日鐵住金はITのヘビーユー
ザーでもあり、現場のさまざまな業務改
善にITを活用してきた。製鉄所の最上
流工程には高炉という巨大なとっくり
のような製造設備がある。現場は、この
高炉の中の状況を理想に近づけること
が求められており、高炉の外側に多数

の温度センサーを取り付け、ITでデー
タを処理している。
　この現場改善に大きな成果を上げた
ITの一つは、高炉内部状態の数値モデ
ル化だ。「ブライトモデル」と呼ぶ手法
では、数式モデルとセンサー情報を組
み合わせて高炉内部の状態を推定し、
高炉の中をあたかも目で見ているかの
ように画像で表現する。
　もう一つは、知識工学である。現場
の熟練技術者の知識をナレッジベース
として記述し、「炉況」と呼ぶ炉内の状
態を推論する。このシステムは「ALIS」
と呼ばれており、熟練技術者の知識が
ナレッジベースとして5万～6万も入っ
ていると言われる。

　未来の現場は、さらに進歩したITを
活用することにより、今まで以上のス
ピードで現場改善を進められるように
なるだろう（図2）。今までは、現場での
仕事実施から状況把握、分析・戦略決
め、改善活動の推進といった改善サイ
クルが1カ月・1年など比較的長かった。
それに対して、これからは状況把握や
分析・戦略決め、改善活動の推進がリ
アルタイムで可能になる。

IT機器は小型化し大量に利用可能に

　では、未来の現場では、どれくらい進
歩したITを活用できるようになるのだ
ろうか。今までの発展を踏まえて将来
を展望してみよう。
　まず、IT機器の小型化が極限にまで
進むはずだ。1946年に使用が開始され
た世界最初の汎用電子式計算機の一
つ「ENIAC」はトレーラーに載せるコン
テナーを三つ並べたほど巨大だった。
それが2011年には、ミシガン大学が
「Phoenix」という1立方ミリメートルの
コンピュータを発表している。65年間
でIT機器の体積は実に650億分の1に
なった。今後、ペースは落ち着くだろう
が、もう数段の小型化が進むことは間
違いないだろう。
　次に予想されるのは、身の周りに膨
大な数のIT機器があふれるようになる
ことだ（図3）。ENIACの登場から20年

たった1968年には新日鐵住金の君津製
鉄所にメインフレームが導入された。こ
のときIT機器（プロセッサ）は従業員約
100人に1台の割合だった。それが1990
年には一人当たり1台になり、2010年に
はモバイル機器やカーナビ、情報家電
の普及などによって一人当たり100台に
なっている。実に10年当たり10倍のペー
スで増えており、2020年の東京オリン
ピックの頃には、一人当たり約1000台も
のIT機器が活用されるという予想があ
る。ここまで来ると意識してIT機器を
使うのではなく、IT機器が「アンビエン
ト（環境）」に紛れるようになるという。
　さらにIT機器によって想像を超える
大量データの処理が可能になるはずだ。
米国の調査会社IDCが、世界中で生成
されるデジタルデータの総量「デジタル
ユニバース」を調査している。同社はこ
のデジタルデータの総量が2010年に1.2
ゼタバイト（1ゼタ＝10億テラ）に達した
と見ており、近年は2年で2倍のペース
で増加しているという。2020年には、40
ゼタバイトのデータが生成される見込
みで、分析に値するデータがその3分の
1ぐらいだとしても十数ゼタバイトに上
ることになる。
　これほど大量のデータが生成されて
も心配は無用だ。ハードウエアの高性
能化や、分散処理ミドルエアHadoopの
ようなソフトウエアの進化などにより、
IT機器の処理データ量も急速に増加
する。当社が近年のデータウエアハウ
ス製品を調べたところ、最近は5年当た
り10倍のペースで価格性能比が向上し
ており、これはデータの増加率を上回
る。取り扱えるデータの種類の広がり
とも相まって、将来はゼタバイト級の大
量データをタイムリーに活用できるよう
になるはずだ。

未来の現場は進化したITで一変

　未来の現場はこのように小型化、ア

ンビエント化、高性能化したITを活用
することで一変する。前述のように、こ
れからの現場では、状況把握や分析・
戦略決め、改善活動の推進がリアルタ
イムで可能になる。そのため、ITに求
められるのは「現場の把握」「素早い判
断」「指針の共有」の支援である。
　現場の把握とは、今現場で起こって
いることを正確に把握し、現場全体へ

タイムリーに伝達することを指す。素早
い判断とは現場の状況を把握した上
で、客観的に将来の行動指針を決定す
ることである。指針の共有とは決定し
た行動指針を遅滞なく現場に届け、結
果のフィードバックを行うことだ。
　これら三つを実現するIT技術要素と
して急速に重要度を増しているのが「セ
ンサー」「データ可視化・分析」「モバイ
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■図1 自主管理活動（JK活動）の観点

■図3 あふれてきたIT機器
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ルデバイス」である（図4）。
　センサーを活用すれば、現場で起こっ
ていることを自動的に記録するなどで
現場の把握が効率的に支援できる。
データの可視化・分析を活用すれば、現
場で起こったことの直感的な把握およ
び因果関係の証拠を基にした仮説検証
などが容易になり、素早い判断や指針
の共有を支援できる。モバイルデバイ
スを活用すれば、現場の出来事をその
場で報告したり、本社や離れた仲間と
意思を確認したりするなどが短時間で
行え、現場の把握や指針の共有が支援
できる。
　これらのIT技術要素を活用すること
で、未来はどのような現場を創ること

が可能になるだろうか。そのヒントにな
る事例を三つ説明しよう。

（1）センサーと現場

　一番目に、センサーを活用した現場
革新の事例を紹介したい（図5）。対象
となる現場は自然環境である。新日鐵
住金グループの日鉄住金建材が開発し
た「ノンフレーム工法®」は、傾斜地を補
強して地盤の安定化をもたらす新しい
工法だ。同工法がなかったころは斜面
の樹木を切り倒してコンクリートで覆う
ため二酸化炭素排出量の増大を招くと
いった自然環境への悪影響が課題に
なっていた。ノンフレーム工法では、補
強する斜面に特殊な鉄の杭を打ち込

むとともに、杭同士をワイヤーで結び付
け、地盤の変形で発生したひずみに対
し抵抗して斜面の崩落を防ぐ。斜面の
樹木をそのまま残して対策ができる。
　このノンフレーム工法にITを組み合
わせることで、未来の現場を創る取り
組みが始まっている。具体的には、杭
にひずみセンサーを付け、地盤のひず
みに関する情報を入手。その情報をク
ラウド上のコンピュータによって処理す
ることで、リアルタイムに状況を把握す
る。ひずみセンサーを付けた大量の杭
の動きを収集して関連づけることで、
あたかも傾斜地全体が災害を察知する
センサーとして働くようになり、土砂崩
落のような万一の事態が予想されると
きは、いち早く住民に避難を指示でき
るようになる。

（2）データ可視化・分析と現場

　二番目に、データ可視化・分析を活
用した現場革新の事例を紹介する。対
象となる現場はコンビニや量販店など
の小売チェーンである（図6）。
　現在、小売チェーンでは顧客ニーズ
を分析したり、キャンペーンの効果を調
べたりする際、本部が店舗のPOS（販
売時点情報管理）データを分析したり、
店舗を巡回するエリアマネジャーが店
員や来店客と対話をしてレポートにま
とめたりしている。いずれも顧客一人
ひとりの情報を積み上げて、購買行動
を認識する手法だ。ただし、POSデー
タはマクロな情報でありリアルタイム性
に欠ける。エリアマネジャーの調査レ
ポートは全体性や客観性に欠ける。
　ここで当社が注目しているのが、ツ
イッターの「つぶやき」をリアルタイムに
可視化する技術だ。つぶやきは140文
字以内の短いメッセージで、ツイッター
は一般消費者が店舗の様子や購入し
た商品に関する情報を投稿・共有する
場所にもなっている。一人のメッセージ

を別のユーザーがリツイート（引用）す
ることで多数のユーザーへ情報が拡散
していく。
　現在、特定ユーザーが発したつぶや
きが拡散する様子を直感的な図で可視
化する技術が実用化されている。その
技術では各ユーザーのつぶやきが点で
表され、小売チェーンの公式アカウント
のような特定ユーザーのつぶやきがリ
ツイートで多数のユーザーへ拡散する
様子を放射状の線で示せ、キャンペー
ン情報の反響を直感的に把握可能だ。
また、図の中の点をドリルダウンすると、
ユーザー一人ひとりのつぶやきまで分
け入って表示できる。
　この技術を活用すれば、小売チェー
ンの本部とエリアマネジャーはキャン
ペーンの結果を、同じツールの情報を
基に、時間的・空間的に今までより幅
広く容易に判断し、「想い・判断」を共
有しながら新たなキャンペーンの指針
を決定できるようになる。
　これはPOSデータ分析とは逆で、デー
タの集合によって得た認識を分解し、
ミクロな視点を得ることができるという
点で画期的だ。ツイッターのつぶやきと
いう大量データが満ちた海全体をまず
認識して、それを分解していく新しい
分析手法が実現する。

（3）モバイルデバイスと現場

　三番目に、モバイルデバイスを活用し
た現場革新の事例を紹介したい（図7）。
対象となる現場は工場である。工場の
生産設備の保守業務では現在、保守す
る設備の情報を作業員が事務所など
へ持ち帰り、工場のバックエンドシステ
ムの情報とつき合わせたり、熟練技術
者の支援を受けたりして課題への対応
方法を決めている。これでは状況把握
と課題への対応が時間的にも場所的に
も分断され、改善サイクルが長くなりが
ちだ。現場担当者が携帯電話で設備の

状況を本部の熟練技術者に説明して
支援を受けることも可能になったが、
効率が悪い。
　そこで今、タブレットやメガネ型デバ
イスのようなモバイルデバイスを設備
保守業務に適用する動きが始まってい
る。例えば、工場のタンクをタブレット
の内蔵カメラで撮影し、稼働情報（圧力
や内部温度など）をバックエンドシステ
ムからリアルタイムに取得してタンクの
画像と重ね合わせて表示するなどで、
保守業務を改善する手法が研究され
ている。タンクのビデオ映像を現場担
当者の音声やテキストとともに本部に
送信し、熟練技術者がリアルタイムに

状況を見ながら支援することもできる。
　以上、三つの事例で示したように、
ITの進化は現場改善のレベルとスピー
ドを大幅にアップさせる力がある。お
客様が持つ業界・業務の専門家として
の知識を、ITの専門家が持つ知識と組
み合わせて現場での検証を経ることで、
今まで以上に大きな発想の転換による
未来の現場の創造が可能になる。
　当社は、現場を知り尽くす重要性を
JK活動の実践とIT活用などによって
理解した新日鐵住金を母体として発展
してきたIT企業だ。新日鐵住金の現場
改善とIT活用のノウハウを組み合わせ
て、お客様を強力に支援していきたい。
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■図5 センサーを活用した現場革新の事例
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■図6 データ可視化・分析を活用した現場革新の事例
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■図7 モバイルデバイスを活用した現場革新の事例
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■図4 未来の現場を創るためのIT技術要素
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